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象
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的
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文
化
科
勝
一
土
地
理
的
認
識
方
法

人
類
の
此
曾
生
活
は
統
一
的
会
館
を
形
成
す
る
傾
'
川
を
も
っ
。
文
化
的
活
動
り
臨
時
誌
に
つ
れ
て
人
類
の
刷
命
生

活
は
諸
楠
山
一
方
向
に
分
化

L
τ
形
成
さ
れ
る
が
、

tFれ
ら
の
生
活
方
向
は
市
に
利
食
生
活
の
全
倒
的
形
成
的
立
山
地

に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
ご
同
時
に
、
各
例

ω生
活
方
向
は
北
(
れ
自
身
全
髄
的
構
此
唱
を
呈
示
す
る
傾
向
を
も
勺
O

期

か
ゐ
事
怖
を
表
現
す
る
も
の
は
「
文
化
飢
域
」
の
慨
念
で
あ
る
が
、

こ
の
概
念
の
布
す
る
論
混
的
意
義
正
事
質
的
ぷ

義
ご
を
胤
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o

人
制
酬
の
生
活
の
各
方
向
に
沿
う
て
人
間
内
活
動

ω池
桂
及
び
ぞ
の
所
産
は
、
多
燥
な
る
文
化
現
象
正

L
て
現
れ

る
o

し
か
も
英
川
い
ら
の
現
象
は
、
同
一
の
生
活
方
向
に
沿
う
て
成
。
立
つ
限
り
、
同
一
の
文
化
現
象

ω本
質
印
刷

現
Z
し
て
一
お
な
じ
仕
方
で
其
意
味
を
規
定
さ
れ
る
故
に
、
新
か
る
理
論
的
見
貼
か
ら
似
て
、

一ω鰻
系
的
秩
序
を

文
化
現
象
心
地
則
的
認
識



文
化
現
必
山
地
制
的
認
識

形
成

L
、
金
値
己
し

τ特
有
の
文
化
現
象

ω存
立
範
囲
た
る
越
を
墨
す
る
。
之
れ
論
理
的
意
義
に
お
け
る
文
化
傾

域
内
胤
念
の
表
明
せ
む
ご
す
る
事
柄
で
あ
る
o

文
化
印
刷
械
は
、
斯
〈
考
へ
ら
れ
口
現
質
の
生
活
質
在
じ
円
い
十
て
、

五
口
々
の
有
す
る
経
験
内
申
告
か
ら
抽
出
さ
れ
た
ぜ
こ
ん
の
思
想
形
象
で
ゐ
h
、
そ
れ
自
ら
何
等
か
の
質
在
の
世
界
の

中
仁
櫛
た
は
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か

L
な
が
ら
文
化
傾
城
が
論
理
的
'
訴
義
に
布
い
て
槻
ι
伍
さ
れ
る
ピ
言
、
現
お

の
世
界

ω中
に
事
質
的
立
義
に
お
り
る
文
化
傾
城
が
そ
の
背
円
高
を
威
し
っ
、
展
開
し
て
賠
る
の
が
凱
取
さ
れ
る
o

調
は
ば
前
者
は
級
者
の
型
を
成
す
。
人
類
が
刷
曾
生
活
仁
お
い
u

て
諸
々
的
生
活
方
向
を
展
開
す
る
正
吉
、

去
の
諸

議
連
階
段
を
通
し

τ文
化
問
削
減
は
現
質
の
世
界
の
地
盤
の
上
じ
打
も
処
て
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
り
文
化
傾
城
は
一
方

に
お
い
て
は
論
理
的
意
義
に
お
け
る
文
化
傾
城
の
形
態
を
反
映

L
な
が
ら
・
他
方
じ
お
い
て
は
役
者
ご
は
呉
な
る

特
有
の
形
態
に
お
い
て
構
成
さ
れ

F
る
を
得
な
い
い

0

文
化
現
象
は
人
類
が
瓦
ひ
に
交
沙
し
、
相
協
力
す
る
関
係
を
過
し
て
成
h
立
つ
現
象
で
ゐ
品
。
文
化
傾
城
の
形

成
も
斯
か
る
根
本
的
制
約
に
服
す
る
。
私
は
他
の
機
曾
に
お
い
て
、
「
文
化
傾
城

ω概
念
は
凶
家
制
城
の
概
念
ご

の
比
論
に
お
い
て
椛
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ご
思
ふ
」

Z
逃
べ
た
が
、
闘
家
領
域
は
政
治
現
象
に
闘
し
工
成
、
り
立

つ
事
質
的
文
化
倣
城
で
あ
っ
て
、
岡
家
領
域
の
意
味
其
者
は
文
化
傾
城
山
町
形
成
に
つ
い
1
の
校
本
的
制
約
ピ
密
接

に
関
聯
す
る
所
が
あ
る
。
而
し
て
国
家
領
域

ω概
念
は
事
質
的
文
化
問
削
減
的
回
日
越
を
甚
ピ
明
蹴
に
表
現
す
る
も
の

で
あ
る
が
、

ひ
ご
b
政
治
的
生
活
方
向
の
み
な
ら
す
、
他
の
諸
献
の
生
活
方
向
も
亦
そ
れ
北
(
れ
い
文
化
剖
削
減
を
現
質

) 本論議副l班fjí.~品、抑制「文仕引星島由ðJUI:1'FJIJJ p. 21. 
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の
世
界
の
裡
に
展
開
せ
し
め
る
傾
向
を
有
す
る
。
例
へ
ば
、
宗
殺
現
象
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
仰
品
棋

ω支
配
す
る
文

化
領
域
は
東
洋
諸
凶
山
口
側
土
に
わ
た
っ

τ庇
大
な
る
純
聞
に

οろ
が
り
、
そ
の
巾
の
件
白
川
減
の
傾
城
は
一
此
に
伎
雑

な
る
仕
方
で
形
成
さ
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
例
へ
ば
、

言
語
現
象
に
つ
い
て
一
五
へ
ば
、

道
の
或
る
部
分
品
ι
以
て
、
枇
命
目
的
に
は
ア
イ
ヌ
民
族
骨
以
て
そ
の
傾
城
ご
す
る
。
来
よ
b
岡
山
添
は
一
川
命
生
活
に
お

ア
イ
λ

戸
正
聞
は
土
地
的
に
は
北
海

い
て
強
大
な
る
勢
力
を
布
し
、
諸
叩
帆
山
生
活
力
向
に
州
到
し
て
深
吉
川
お
酬
明
Mer-及
ぽ
す
も
の
で
ゐ
品
以
上
、
政
治
的
文

化
傾
域
的
一
形
態
が
諸
純
の
文
化
領
域
の
形
述
L

官
僚
件
づ
り
る
校
皮
は
甚
に
大
き
い
。
或
る
純

ω文
化
似
城
、
例
へ

ば
経
済
的
、
法
律
的
、
教
育
的
等
川
文
化
傾
城
に
つ
い
て
殊
に
き
う
で
あ
る

o
L
h
r
s
陥
れ
ら
の
文
化
削
域
ピ
雌

も
必
す
し
も
政
治
的
文
化
領
域
ピ
並
行
し
た
腕
係
に
お
い
て
形
成

3
れ
る
も
の
で
は
な
い
o

個
々

ω文
化
科
学
は
を
の
考
察
錨
聞
に
入
b
来
る
幾
多
の
文
化
現
象
を
ば
統
一
的
条
慨
に
共
川
加
す
る
も
り
ご
し

て
取
扱
ふ
こ
ど
を
要
し
、
従
っ
て
布
質
的
怠
義
に
お
け
る
文
化
倣
域
の
構
造
及
び
形
態
を
十
分
に
吟
味
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
事
質
的
怠
義
に
お
り
る
文
化
傾
城
は
時
間
及
び
空
間
の
形
式
に
よ
っ

τ制
約
さ
れ
た
況
貨
の

世
川
押
の
中
に
崎
明
記
は
る
の
で
あ
る
か
ら
、
文
化
傾
城
の
見
貼
が
文
化
科
学
的
考
察
方
法
に
到
し

τ有
す
る
意
義
も

こ
れ
に
感
じ

τ二
つ
の
方
面
か
ら
考
慮
さ
れ
得
る
。
空
間

ω形
式
が
文
化
現
象
を
制
約
す
る
閥
係
を
右
限
り
範
閏

の
外
に
泣
き
・
時
間
の
形
式
が
文
化
現
象
を
制
約
す
る
閥
係
に
考
奈
の
主
た
る
錨
闘
を
局
限
す
る
部
品
方
法
に
ご

っ

τは
、
文
化
術
城
の
品
目
漣
過
程
及
び
隆
史
的
断
面
が
問
題
己
な
る
。
之
に
反
し
て
、
文
化
現
象
が
定
問

ω形
式

文
化
現
象
心
地
理
的
認
識
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文
化
現
象
の
地
理
的
認
識

= 
回

に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
聞
係
仁
考
察

ω焦
勅
を
求
め
る
認
識
方
法
に
さ
つ

τは
、
文
化
傾
城
は
文
化
現
象
の
原
料

の
一
稲
た
る
物
質
を
包
容
す
る
空
間
、
帥
も
地
球
の
表
面
ご
結
合
し
て
現
れ
る
。
新
か
る
闘
聯
仁
お
い
I

て
考
へ
ら

れ
た
文
化
領
域
を
「
文
化
地
域
一
ど
呼
ぶ
こ
ど
、
す
る
。
こ
の
地
域
の
概
念
は
文
化
地
理
的
認
識
方
法
に
正
っ
て
品

も
松
本
的
な
る
概
念
の
一
つ
で
ゐ
る
o

文
化
科
曲
学
的
認
識
方
法
ご
し
て
膝
史
的
認
識
方
法
正
地
理
的
協
誠
方
法
正
は
種
々
の
興
味
ゐ
る
針
照
を
成
す
。

但
、
こ
れ
ら
の
二
者
世
十
分
な
る
意
味
に
お
い
1

て
謝
立
的
地
位
に
立
た
し
め
る
こ
ど
が
安
滋
で
ゐ
る
か
否
か
は
別

問
題
で
ゐ
h
、
巡
ら
〈
二
者
が
文
化
科
事
的
認
識
に
ご
っ
て
有
す
る
重
要
性
は
一
様
で
な
い
ピ
考
〈
ら
れ
る
で
あ

ら
う
o

言
ひ
か
へ
る
ご
、
自
然
科
学
の
場
合
を
念
頭
に
泣
く
ご
き
、
文
化
科
事
に
己
っ
て
際
史
的
諮
誠
方
法
凶
地

理
的
サ
陥
識
方
法
に
比
し
て
よ
h
重
大
な
る
意
義
己
峨
館
正
を
も
っ
ピ
認
め
ら
れ
る
で
め
ら
う
。
勿
論
.

二
者
が
互

ひ
じ
相
侠
っ
て
文
化
現
象

ω認
識

ω完
成
に
資
す
る
も
の
た
る
事
は
言
ふ
迄
も
な
い
。

ト
但
に
指
摘
し
た
謝
限
に
つ
い
て
先
づ
注
目
品
れ
る

ωは
、
諸
揃
の
文
化
傾
城
に
わ
た
っ
て
比
五
仰
い
そ
れ

ω文
化
現

象
に
閲
す
る
歴
史
学
の
成
立
が
考
へ
ら
れ
る
の
に
比
較
し
て
、
或
る
程
度
仁
お

ντ
同
様
の
事
態
が
地
理
的
認
識

に
つ
い
て
も
存
す
る
事
貨
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
政
治
史
、
経
済
史
、
交
通
史
、
言
語
史
な
ど
の
向
学
問
が
政
治
、
経

務
、
占
交
通
、
言
説
等

ω文
化
現
象
に
つ
い
て
成
り
立
つ
の
に
平
行
し
て
・
政
治
地
理
問
中
、
経
済
地
理
問
品
午
、
交
通
地

理
事
、
言
語
地
理
組
平
等
山
一
成
立
が
考
へ
待
ら
れ
る
し
、
且
つ
此
れ
ら
の
串
間
を
建
設
せ
む
ご
す
る
努
力
が
質
際
に

地期的認I品方法が文化現象の考察l二却し Eイj-Jる工n弾性は、 各種山文牝匂i域

。静!戊にとワてjcJ也ωイIする )J(叫日"ことなるに純って一様て.ないロ

Anthropogeographic， Historischc Geograpllic， Kultllrgeogl叩 hie，la geo-

graphie hun羽 ine
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嗣
醐
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
自
然
科
皐
た
る
性
質
を
も
っ
地
理
事
，
の
成
立
の
可
能
性
は
現
代
に
お
い
て
は
比
統
的
に

問
題
Z
き
れ
ぬ
傾
向
が
め
る
け
れ
ど
、
人
文
地
理
間
半
、
歴
史
的
地
理
事
、
文
化
地
理
事
、
人
生
地
理
一
堂
守
の
名
札

を
以
t
呼
ば
れ
る
所
の
も
の
に
つ
い
て
は
越
を
異
に
す
る
。
す
な
は
も
、
斯
〈
呼
ば
れ
る
所
の
も
の
は
如
何
な
る

意
味
に
お
い
て
事
ご
し
て
成
立
し
能
ム
か
、
自
然
科
部
T
Z
文
化
科
間
半
芭
の
い
1

づ
れ
に
脱
す
る
か
、
或
は
又
自
然
科

事
正
文
化
科
即
時
干
ピ
の
中
間
に
位
す
る
特
殊
の
科
撃
た
る
も
の
で
ゐ
る
か
、
そ
の
目
的
、
告
の
封
象
・
ぞ
の
方
法
は

如
何
・
政
治
地
理
皐
、
経
済
地
理
問
学
、
交
通
地
理
撃
、
言
語
地
理
皐
な
ど
は
川
市
L
て
各
自
獅
立
の
山
中
開
花
b
能
ふ

も
の
で
あ
る
か
、
且
つ
呉
に
地
理
事
の
名
を
伯

οす
る
も
の
で
あ
る
か
ご
云
ふ
や
う
な
問
題
は
、
今
日
未
に
十
分

に
解
決
さ
れ
て
居
な
い
や
う
に
忠
は
れ
る
。
叉
以
上
の
如
、
さ
問
題
ご
闘
聯
し
て
、
地
理
的
認
識
方
法
は
一
般
に
文

化
現
象
の
認
識
に
ど
っ
て
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
か
、
普
通
の
文
化
科
卒
の
側
か
ら
し
て
企
て
ら
れ
る
己
こ
ろ

の
地
理
的
認
識
の
色
彩
を
も
っ
考
袋
、
例
へ
ば
、
同
〕
色
含
な
い
己
の
唱
へ
る
と
の
gHE--trma
の
建
設
の
主
張
正
か
、

〉

-go『
日
な
Y
」
を
巾
心
己

L
て
=
印
宮
口
号
円
2
0
F
3
2

の
見
地
か
ら
篤
さ
れ
る
研
究
ご
か
の
如
き
は
、
本
来
、
政
治

皐
叉
は
経
済
事
の
範
国
仁
一
崩
す
る
も
の
で
ゐ
る
か
、
然
ら
A
Y
し
て
政
治
地
理
皐
又
は
経
済
地
理
州
中
の
飽
聞
に
崩
す

る
も
の
で
あ
る
か
正
云
ふ
や
う
な
問
題
色
、
文
化
現
象
の
認
識
論
な
b
、
文
化
科
些
の
方
法
論
の
見
地
か
ら
十
分

に
検
討
苫
れ
て
ゐ
な
い
や
う
に
思
ム
。

す
ぺ
て
此
れ
ら
の
問
題
1
1文
化
現
象
砂
地
理
的
認
識
の
論
理
的
意
義
の
問
題
は
、

一
方
じ
は
文
化
科
牟
的
地
、

文
仕
現
象
の
地
四
的
臨
誠

宜

たとへ 1;( 、，\Tagner は、 di~ !l~~t l?riss.}l.e 0cogr~phie im weiteren Sinne 
聖以て cin~ l)atut'~jssenschaftliche Diszplin mit 日 ncmihl' inne wohnen-
ctcn historischen Elemc:ntてある止なす。 (Lehrbl¥chder Geograplue， I. 
B. 10. A. 1920. S. 26) 
一般に自然現島左 ~1UII象左白川白訓I Iit'l~J克捗の認識がいかなる方法的位置
をもつかの~:]:mに J士、以下において刷れない。
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文
化
現
象
。
地
理
的
観
識

プ三

理
由
品
干
の
成
立
の
基
礎
を
明
か
に
す
る
上
に
、
他
方
に
は
文
化
賞
在
の
一
般
的
構
造
及
び
文
化
科
皐
の
一
般
的
性
質

及
び
職
能
を
明
か
に
す
る
上
に
、
そ
の
考
察
を
等
閑
に
刊
す
る
と
ご
を
得
な
い
1
0

殊
仁
一
其
れ
は
、
文
化
科
卒
に
お

り
る
普
遍
化
的
認
識
方
法
ご
倒
性
化
的
認
誠
方
法
正
の
謝
立
の
問
題
己
交
渉
す
る
所
が
浅
〈
な
い
。
来
よ
h
花
は

こ
の
稿
に
お
い
て
以
上
の
如
き
問
題

ω
全
部
に
一
旦
っ
て
周
到
に
考
察
を
試
み
行
正
す
る
も
の
で
は
な
く
、
唯
ニ
れ

に
闘
し

τ大
館
の
見
嘗
づ
け
を
試
み
、
不
十
分
な
が
ら
も
理
曾
L'得
た
古
考
へ
る
所
を
述
べ
る
に
過
ぎ
旧
制
。
加
ム

る
に
、
頁
敷
の
制
限
り
た
め
に
、
私
の
考
祭
し
た
箱
悶
仁
つ
い
C
も
、
論
理
的
順
序
か
ら
見
て
其
初
め
に
静
岡
る
部

分
化
り
を
以
下
に
し
る
す
剖
正
し
、
別
の
機
曾
に
残
余
の
部
分
を
畿
表
し
た
い
芭
思
ふ
。

ー
ー

地
理
的
認
識
の
封
象

歴
史
事
正
隆
典
的
認
識
、
統
計
問
中
正
統
計
的
認
識
、
心
理
事
ざ
心
理
的
認
識
ご
が
必
宇
し
も
同
一

物
で
は
な

二
者
を
匝
別
す
る
こ
己
が
皐
問
的
に
意
義
官
有
す
る
ご
同
総
に
、
地
理
事
ご
地
理
的
認
識
、
又
は
地
球
mm干的

認
識
方
法
正
地
理
的
認
識
方
法
ご
を
匝
別
す
る
守
}
正
を
要
す
る
。
号
-
一
口
ひ
か
へ
る
ご
、
地
理
的
認
識
的
成
立
の
可
能

、、

な
る
範
国
以
地
理
的
宇
の
成
立

ω可
能
な
る
範
国
仁
比
し
て
よ
り
底
〈
、
地
理
皐
的
認
識
方
訟
の
行
は
れ
る
範
闘
の

、
r
‘
 

外
に
お
い
て
地
理
的
詔
識
方
訟
の
可
抽
出
で
ゐ
h
有
放
で
ゐ
る
範
闘
が
見
出
さ
れ
る
。
-
に
が
、
地
理
的
認
識
方
法
が

地
理
事
の
内
面
に
お
い
て
最
h
十
分
に
遁
周
さ
れ
、
地
理
的
諸
識
が
地
理
問
品
干
の
場
合
に
最
も
明
瞭
じ
そ
の
本
領
を

K向le凡1.C. s. 46 ff.; cf. H山 ssleitcl'，R. Kjellrn~ empirischc ~taats. 
kin-c 11. ilne WuO:cln ln _ polili~; cl-、er Geogl".'lphie u. Sta.'ltenkunde. (Arch 
f. Sozial、'..i日t[. Sozialpo).-54. B. ~. I!.) 
A_ Webcr. Uehc¥" d(ll) Staudort dcr Inc1nstrie. IC)OC); .'1三論量生第三十宜容
第一銃所載、地lE山氏、コ業分布諭に闘する文献、 2島問。

0) 

10) 

'. 



接
揮
す
る
こ
さ
は
、
之
を
否
み
得
な
い
。

地
理
事
が
皐
な
る
地
理
的
総
誠
芭
し
て
で
は
な
く
、
獅
立
一

ω科
事

E
L
て
存
立
し
得
る
根
協
は
如
何
ご
い
ム
問

題
は
、
地
理
削
宇
に
特
付
な
る
研
先
謝
象
が
存
在
す
る
や
奇
ゃ
の
問
題
に
蹄
着
す
る
。

一
般
に
戒
も
科
卒
炉
問
叫
自
の

存
立
を
有
し
施
ム
鋳
に
は
、

そ
れ
に
固
有
な
る
開
先
調
象

ω
鎖
倒
が
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ

Q

何
ご
な
れ
バ
ヘ
‘
あ
る
科

血
ザ
が
獅
自
の
存
立
を
も
っ
ご
は
、
そ
の
科
卒
の
建
設
す
る
概
念
の
純
系
に
お
い
て
は
其
科
併
に
特
有
な
る
認
論
方

法
が
支
配

L
て
ゐ
る
こ
己
を
意
味
す
る
の
で
ゐ
る
が
、
期
か
る
各
仰
の
科
山
川
干
の
獅
占
的
支
削

ω権
利
は
、
皐
一
託
、

そ
の
科
事
の
考
・
旧
日
す
る
封
象
の
範
悶
が
去
の
科
学
に
到
し
て
の
み
向
川
保
き
れ

τ居
る
事
例
十
意
味
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
。

今
、
経
験
科
ゆ

ω場
合
仁
つ
い
て
見
る
に
、
或
る
科
町
山
干
の
研
究
調
象
ご
は
、
川
地
川
市
そ
の
科
川
r
に
よ
っ
て
取
扱
は

れ
る
側
々
の
現
象
を
意
味
す
る
。
け
れ
ど
も
、
科
撃
の
研
究
針
象
は
、
十
分
な
る
意
味
に
お
い

τは、
明
叫
象
山
一

定
集
闘
も
[
〈
は
一
定
範
闘
を
指
す
も
の
た
る
一
晶
子
一
特
記
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
如
何
な
る
認
識
も
そ
山
掛
象
を
会
〈

他
の
封
象
正
の
開
聯
か
ら
獅
立
せ
し
め
て
北
(
れ
に
り
己

Lτ
認
識
す
る
こ
ピ
を
待
曲
。
あ
ら
ゆ
る
認
識
は
必
十
や

他
山
若
干
の
劉
象
ご
の
闘
臓
に
お
い
て

ωみ
共
川
的
を
注
し
得
る
さ
い
ふ
こ
正
は
、
詔
識
の
根
本
的
制
約

ω
一で

あ
る
が
、
総
識
の
精
練
さ
れ
た
も

ω、
成
熟
せ
る
も
の
ご
し
て
の
科
準
は
、
期
hr
る
認
識
一
般
内
特
性
全
殊
に
司
「

分
に
綾
部
す
可
主
任
務
を
も
っ
。
す
な
は
も
経
験
科
州
中
的
考
察
は
必
宇
や
現
象

ω
一
定
範
凶
に
和
服

L
、
之
を
全

文
化
現
象
の
地
問
的
砲
識

七

人文J也刊，.~}~といふ加さきー伽1 rJ)科唱が 1占立 L Îìti...;. ，，~J;..て.あり、政泊地理事、担
iif 1也 .f!í~AJ~ ， x:泊I也f'l!串年 L よばれる日f内も山はそ山 部分によぎぬか、 さも
な〈ぱ此れ1，1;は政治.l}~又は判決車九 !!Iこ凶する止い点、 JJ 他者 t 成り立ち得-?， 0 

f-)IU主び''e心 1:1::Nする向掠向型車ポ人おi心証10"止/[;に'j)j'Lて旦J:t:'ト監部を
考察 Fることに主化抽出l;，生文i士人立地旦l[恨のi壬誌を l拠らむとする J!W!には聾
同しえない。
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文
化
現
象
白
地
理
的
認
識

J、

健
ご
し
て
認
識
す
る
，
』
ご
を
念
ご
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
科
皐
北
(
者
は
、
文
化
現
象

ω
一
研
ど
し
て
、
論
別
的
意

義
に
お
け
る
文
化
削
減

ω
一
一
分
野
を
成
す
も
の
で
あ
る
が
、
事
質
的
意
義
に
お
い
l

て
も
後
者
に
照
臨
鵬
首
る
文
化
傾

域
を
民
間
す
可
き
で
あ
る
o

然
る
に
、
事
質
的
意
義
に
お
り
る
文
化
傾
城
乙
し
て
の
純
験
科
些
は
、
エ
ム
考
山
山
小
針

象
た
る
文
化
現
象

ω
一
定
範
聞
に
自
己
の
存
立

ω事
質
的
基
礎
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
各
側
山
経
験
科
山
中

ω何削減

の
境
界
は
か
や
う
な
見
地
か
ら
匝
別
色
れ
る
も
の
で
ゐ
h
・
そ
の
桝
究
針
象
の
縄
自
性
も
ニ
れ
に
謄
じ
て
判
別
主

れ
る
究
第
で
あ
る
。

地
珊
川
血
ザ
は
、
そ
の
品
目
迭
の
賑
史

ω
初
め
に
骨
同
九
人
数
の
隠
史
的
存
在
的
土
九
段
も
し
〈
は
背
ぷ
を
成
す
も
の
ど

し
て
の
土
地
仁
闘
す
る
記
述

ω形
態
を
と
っ
た
が
、
近
代
に
及
ん
で
、
自
然
科
事
的
色
彩
を
帯
び
る
こ
正
若
し
吉

を
致
[
た
。
真
に
、
十
九
世
紺
の
後
m
T
h
J
A
h
文
化
現
象
に
関
す
る
地
理
率
的
研
究
も
旺
ん
に
行
は
れ
る
や
う
に
む

っ
た
。
斯
〈

τ、
そ
の
後
述

ω
回
開
史
か
ら
見

t
.
自
然
科
卒
及
び
文
化
科
事
に
劃
す
る
地
理
阜
の
所
胤
開
係
は
複

雑
で
あ
り
、
紛
は
し
き
も
の
た
る
削
酬
を
呈
し
て
ゐ
る
o

印
も
一
方
に
は
、
地
球
殊
に
そ
の
表
面
に
闘
係
ゐ
る
自
然

科
与
の
諸
部
門
か
ら
地
理
与
は
如
何
に
し

τ匝
別
苫
れ
る
か
の
問
題
を
、
他
方
に
は
、
土
地
己
潜
使
な
る
関
係
を

も
つ
文
化
現
象
に
つ
き
・
恰
も
斯
か
る
方
面
に
着
服
す
る
ど
こ
ろ
の
文
化
科
準
的
研
究
ゆ
問
に
、
地
理
事
は
如
何

な
る
地
位
を
占
め
る
か
の
阿
胞
を
惹
起
せ
ざ
る
を
得
な
い
い
。自

民

r
b
l
u
F
E
L
h
p
h
t
H
U出
h
r
E陸
ヒ

t
r障
擦
の

例へば歴史的方法も地理的方法も劃象四個性白記述から出蛍するし、かう輩t

，8'{Oi同11:0')1也制的且l定iこ侠フ程度が六てある。事た極民事Itl<の悩起訴刊日お

いてもIII盟現象の並存系列においても不反極的、ーl目的l坦来臨J帥が正大なる

E主義をもっ。
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品
到
象
正
す
品
目
加
の
又
は
地
球
の
内
面
の
構
造
及
び
成
分
を
静
想
的
又
は
動
践
的
に
考
究
す
る
所
の
語
科
事
、
例
へ

ば
地
球
物
理
事
、
地
球
資
生
学
、
地
質
事
、
地
史
問
中
な
ど
か
ら
回
別
品
れ
る
。
け
れ
ど
も
・
地
球

ω表
面
を
形
成

す
る
所

ωも
の
、
す
な
は
も
持
石
、
金
一
風
‘
土
様
、
水
、
各
戸
滅
、
純
物
、
動
物
、
人
類
、
人
工
物
等
の
現
象
は
、

物
理
事
、
化
学
を
は
じ
め
、
鉱
物
卒
、
生
物
卒
、
人
組
問
的
中
な
ど
が
各
々
研
究
謝
象
己

L
て
取
扱
ふ
所
で
あ
り
。
而

し
て
共
れ
ら
の
地
球
表
而
り
柿
成
製
表

ω
各
者
が
是
の
祁
別
に
随
う
て
形
成
す
る
現
象
の
佐
川
押
の
い
づ
れ
も
は
、

共
札
そ
れ
地
理
事
以
外

ω科
卒
に
回
布
な
る
研
先
制
到
象

ω範
幽
己
な
っ
て
ゐ
る

Q

例
へ
ば
、
航
物
現
象
的
世
界
は

純
物
分
類
弟
、

Mm物
形
態
学
、

Mm物
刷
川
削
曲
学
、
制
物
生
現
段
T

、
品
目
生
的
机
物
学
等
に
よ
ら
、
相
々
の
見
制
止
ら
川

細
に
考
察
さ
れ
る
o

期
〈

τ、
・
地
理
問
半
が
地
球

ω表
面
に
自
己

ω酬
究
針
象
を
見
出
す
可
き
で
あ
h
、
し
か
も
そ

の
封
象
は
仙
の
い
か
な
る
科
学
に
よ
っ
て
も
回
一
仰
の
研
究
針
象

5
3れ
τ居
な
い
も

ωた
る
川
吐
き
で
あ
る
正
す
れ

ば
、
そ
の
統
一
的
、
総
合
的
金
慨
性
に
お
い
て
槻
ら
れ
た
地
球
表
面
が
地
理
事
に
留
保
さ
川
い
た
研
究
謝
象
た
る
外

は
な
い
。
版
本
的
封
在
に
つ
い
て
吾
々
が
獲
得
す
る
経
験
内
心
掛
か
ら
抽
出
ム
限
h
戚
鐙
的
要
議
を
斥
山
し
、
計
量
的

要
素
じ
よ
っ
て
組
成
百
れ
た
法
則
的
関
係
の
世
界
を
認
識
し
ゃ
う
ご
す
る
物
現
皐
や
化
事
や
め
態
度
ど
は
岡
県
(
な
つ

て
、
地
理
事
は
地
球
表
面
仁
め
た
へ
ら
れ
る
諸
現
象
の
形
態
を
或
る
稜
山
は
に
お
い

τそ
の
在
制
的
日
(
慨
性
め
出
国
に

保
有
し
な
り
れ
ば
な
ら
泊
。
他
方
に
お
い
て
は
、

地
球
表
面
を
構
成
す
る
諸
要
素
を
ば
統
一
的
全
般
ご
し
て
の
地

球
表
面
か
ら
抽
出
し
、

そ
の
各
稲
別
の
見
鮎
に
随
う
て
考
察
す
る
所
の
仙
の
諮
科
棒
、
例
へ
ば
岩
石
卒
、

動

物

文
化
現
象
由
地
理
的
臨
鎚

j， 

H. W，時間】bid.S. 17正 J ¥TaulL Politische Gcog日 MIle，125，5
78 ff. Selllnidt， ¥Virt5chaftrorschlLllg_U. Gcoピ日phie，'9~5~ S. 146百，向
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文
化
叫
象
の
地
理
的
認
識

PJI 
O 

弟
、
植
物
事
、
気
象
事
な
ど
E
は
遣
っ
て
、

地
環
曜
の
任
務
は
、
地
球
表
面
を
構
成
す
る
諸
要
素
を
ば
斯
か
る
閲

係
に
仰
し
て
認
識
す
る
こ
ど
、
す
な
は
す
り
共
れ
ら
の
諦
要
素
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
他
の
統
一
的
会
慨
ざ
し
て
の
地

球
表
面
を
研
究
針
象
ピ
す
る
一
』
さ
に
作
す
可
、
両
き
で
あ
る

d

今
・
斯
〈
制
ら
れ
た
地
球
表
而
を
つ
山
城
L

じ
呼
ぶ
な
ら

ぱ
、
地
域
内
構
治
及
び
形
態
合
明
か
に
す
る
こ
ご
が
、
常
に
地
瑚
平
山
日
的
た
る
可
，
¥
地
域
一
二
て
は
地
理
問
中
い
h

z
っ

τε
り
獅
占
的
支
配
を
承
認
苫
れ
る
似
域
た
る
で
ゐ
ら
う
。

か
や
う
な
見
解
を
ご
る
事
に
よ
り
、
地
理
現
象
が
地
球
現
象
ど
し
て
他
的
和

ω
現
象
か
ら
同
別
手
れ
能
ふ
所
以

わ
い
る
本
質
及
び
付
性
が
琉
食
古
川
口
る
o

地
域
を
構
成
す
る
諸
要
素
が
地
域
正
一
五
ふ
封
象
の
形
成
奈
川
村
ご
し
て
の
役

日
を
勤
め
る
陶
係
hr
ら
抽
象

L
て
考
察
古
れ
る
正
、
吉
、

共
れ
ら
は
最
早
地
域
内
見
知
u
r
A
h
肌
ら
此
た
況
品
説
、
印
も

地
浬
現
象
ご
し
て
総
論
3
れ
る
こ
ご
が
山
米
中
、
戒
は
化
的
中
現
象
ご
し
て
、
或
は
生
物
現
象
ご
仁
て
研
究
針
象
ご

な
る
。
地
球
現
象
の
認
識
さ
れ
る
立
場
か
ら
し
て
は
、

I
H誌
も

-BFも
、
手
下
も
，
川

tqも
.

1
4
且

.
2
q
P
I
-
-
r
t

仙
川
物
も
動
物
も
、
気

混
も
滋
…
皮
も
‘
生
物
的
繁
殖
も
人
類

ω分
布
も
、
等
L
く
地
域

ω
構
成
要
素
た
る
資
格
に
お
い
て
同
化
さ
れ
、
そ

れ
等
が
原
本
的
資
在

ω成
分
ご
[
て
共
有
す
る
所
川
諸
性
質
及
び
諸
附
係
は
、
地
理
税
象
正
し
て
の
諸
味
仁
お
い

て
一
伎
な
る
規
定
を
受
り
る
の
で
あ
る
。
前
に
邸
中
げ
た
や
う
な
諸
科
学
、
例
へ
ば
、
打
石
川
川
r
t
か
Mm物
山
中
ご
か
に

お
い
て
も
、
そ
の
封
象
た
る
桐
阜
の
現
象
は
現
象
閉
山
城
叫
見
拙
か
ら
収
扱
は
れ
る
一
v

ご
を
要
L
、
仰
干
の
現
象
り

様
相
に
閲
す
る
考
察
は
現
象
領
域
の
会
髄
的
妓
相

ω
把
捉
を
常
仁
念
ご
し
な
り
れ
ば
な

ιぬ
が
、

そ
れ
ら
の
場
合

cf. ;'11孔!lll，ibid. S. 32町 Scll1ni(lt，ibi!l. S. 197 
それ故[地域」山柵念111限Iへば批由[llil叫とか人rJとかいふ宇ろなi既定:主同じ宇
うに日同胤:fl:に幽 rる内
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に
は
、
現
象
領
域
は
そ
れ
自
ら
・
空
間
的
な
る
庚
M
r
b
を
成
す
も
の
で
は
な
い
。
し
か
る
に
、

地
理
事
の
支
配
す
る

現
象
領
域
は
そ
れ
自
ら
本
間
的
陪
聞
か

h
を
有
す
る
ご
こ
ろ
の
地
域
℃
あ
る
鮎
じ
、
斯
山
中
小
山
一
般
本
的
批
判
色
が
見
ら
れ

る
。
土
地
を
以
て
其
不
可
快
的
要
索
ご
な
す
こ
ご
は
、

地
域
的
本
質
に
一
崩
し
、
諸
々
の
緋
成
要
素
が
谷
川
一
的
形
式

を
廿
地
準
ど
し
て
集
則
的
会
館
に
ま
で
綜
合
さ
れ
る
鮎
に
、
地
域
的
特
性
は
存
ず
る
。
谷
川
山
り
見
附
が
地
瑚
山
中
に
つ

い
-τ
特
に
重
大
な
る
意
義
を
も
っ

ω
は
北
(
錦
で
め
る

G

素
よ
り
誌
に
謂
は
ゆ
る
地
域
は
、

民
・
に
地
球
が
7
J
、
れ
を
包

む
広
一
間
正
接
制
す
る
面
凶
辿
紛
態
、
削
も
幾
川
町
中
的
仁
考
へ
ら
れ
た
所

ω物
刷
出
山
表
面

ω
一
司
刊
行
志
此
悼
す
る
も
の

で
は
な
〈
、
斯
か
る
立
昧
に
お
り
る
地
求
心
外
に
、
共
上
に
ひ
ん
が
る
所

ω定
一
泊
金
以
て
充
き
れ
た
広
間
山
一
定

範
闘
を
も
包
合
す
る
o

且
つ
地
域
以
、
経
験
的
、
戚
弛
的
内
容
を
交
へ
な
V

所
の
数
向
学
的
J

バ
ゆ
る
広
州
立

ι昧
に
お

い
て
思
惟
古
れ
る
の
で
は
な
〈
、
山
理
現
象
ピ
呼
ば
れ
得
る
所
り
諸
々
の
現
象
を
以
て
充
さ
れ
い
わ
い
も
の
ご
し
て

ω

盗
聞
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
o

か
や
う
に
一
定

ω
大
き
さ
の
立
剛
山
的
成
が
'
り
を
有
L
、
共
れ
そ
れ
一
定

ω
性
引
を

具
へ
た
多
様
的
現
象
を
包
裂
す
る
所
的
も
の
己
し

τの
地
域
は
、
そ
の
構
成
分
子
た
り
能
ふ
所

ω側
々
の
地
象
に

比
し

τ、
高
次
的
劉
象
た
る
も
の
ご
言
ひ
符
ら
れ
る
で
ゐ
ら
〉
。
但
、
川
城
ピ
そ
的
構
成
分
子
た
る
品
川
叫
象
ピ
川
り

聞
係
は
、
全
館
-G
し
て
の
地
域
ピ
号
山
一
品
川
肢
を
成
す
ご
こ
ろ
の
局
限
さ
れ
た
地
域
ご
の
闘
係
ご
拠
M
ち
れ
て
は
な

ら
向
。
け

H
H
L
二
者
は
高
次

ω割
象
正
低
次
の
卦
象
ご
の
関
係
た
る
貼
に
お
い

τは
相
新
聞
似
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
、

前
者
は
岨
到
象
正
そ
の
素
材
ご
の
闘
係
正
し
て
考
へ
ら
れ
る
に
反
し
、
後
者
は
会
館
的
制
剖
象
ご
分
肢
的
針
象
ご
の
闘

文
化
現
象
白
地
理
的
認
識

凹

此引については人文J也 I'日中者、 llJt柿i血刈I ，r}~ 山、制凶l也川.r;.~者な r山 1:\1 に ~G見
山一政を制、、，:'}，'f U， Jlっ事に言t(所正大刊にお句、て同，~な父 11苦li叫 ，t る且
角F をとる{}~Fiとνへ，.j、 地JlIl~)~ ことに久仕的父 11)匝史的地内tW iI) J.)" ~~乏し
て山地凪由州立';(/)論州 \\~LÔ:-)~ ~どする 10' (誌北に kせてゐたいやろに，[Uはれる。
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文
化
現
象
由
地
理
的
認
識

四

係
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

文

イ色

域

山
出

I
」

文
化
現
象
仁
つ
い

t
地
理
的
認
識
が
意
義
を
有
す
る
の
は
、
自
然
現
象
の
み
な
ら
中
文
化
現
象
も
亦
地
域
ゆ
構

成
分
子
ご
な
h
得
る
も
の
で
ゐ
る
-
て
へ
従
っ
て
地
域
は
自
然
地
域
正
し

τも
文
化
地
域
ご
[
て
も
思
惟
さ
れ
得

る
-
』
正
に
基
〈
。

一
般
に
、
乎
質
的
意
義
に
お
け
る
文
化
領
域
以
、
時
間
、
器
削
及
び
人
附
ご
の
関
係
じ
お

ν
て、

L
1
J
d
v一
代
目

M
f

豆
町
、
パ

νvAυι
小
1
4
A
U

考
察
苫
れ
る
こ
ご
を
要
す
る
。
或
る
秘
め
文
化
削
減
が
如
何
な
る
人
々
的
聞
に
成
b
立
っ
て
居
る
か
酔
問
題
己
ず

る
の
は
、
人
的
文
化
閉
山
城
も
し
く
は
文
化
人
域
の
見
知
で
ゐ
h
、
主
ご
し
て
刑
命
日
的
文
化
人
域
も

L
〈
は
文
化
枇

曾
域
ご
し

τ方
法
的
意
義
を
も
っ
。

こ
れ
に
掛

L
て
地
域
的
文
化
領
域
も
し
〈
は
文
化
地
域

ω
見
拙
か
ら
は
、
文

化
師
削
減
の
成
立

ω昼
間
的
範
聞
及
び
昼
間
的
形
態
が
問
題
宇
じ
さ
れ
る
o

而
し
-
文
化
枇
曾
城
又
は
文
化
地
域
ピ
闘

係
せ

L
め
て
戒
る
精
の
文
化
現
象

ω存
続
の
時
間
的
絞
相
を
考
察
す
る
も
の
は
、
時
間
的
文
化
似
城
も

L
〈
は
文

化
時
域
的
見
鮎
で
あ
る
。

人
類
が
地
球
表
面
に
生
存
f
、
人
類
の
生
活
が
地
球
表
面
に
存
在
す
る
物
質
そ
資
料
己
し
て
袋
ま
れ
る
も
の
で

あ
る
以
上
.
人
類

ω活
動
に
よ
っ
て
成
h
立
つ
文
化
現
象
の
認
識
の
上
に
文
化
地
域

ω見
鮎
が
重
要
な
る
意
義
を

十たはも地域は1!Dへぽ曜に岡家の統泊陥ω排他的に行はれz坐!町内組問主 L
ての Sw::tt;;gebiet 2:仕組.!.~ 1&にするも白であり、む Lろ Kje1l6nのいはゆ
~ Heich !.平行せるやうな話時をもっ(前出第 節詰問事問)
Meinong な t' 白いはゆl>~白7ゅ封象をさす (cf. -Meinong-. Gesamrnelte 
山占叩.ll. B. '9'3. S， 379ff， 
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も
つ
で
ゐ
ら
号
事
は
、
殆
ん
Y
」
白
明
的
事
例
で
あ
る
ご
し

τ想
定
さ
れ
る
で
あ
ら
う
o

併
し
な
が
ら
、
地
域

ω見

鮎
が
白
然
現
象
の
認
識
に
謝
し
て
有
す
る
方
法
的
意
義
ご
の
割
問
に
お
い

τ、
地
域

ω見
鮎
は
文
化
現
象

ω認
識

に
劃
し
て
何
等
か
特
殊
の
方
法
的
意
義
を
有
す
る
や
一
世
ゃ
、
若

L
之
を
有
す
る
ご
す
れ
ば
・
比
(
れ
は
文
化
現
象

ω

地
理
的
認
識
方
法
士
如
何
慌
に
制
約
す
る
か
王
五
ム
織
は
、
別
に
考
慮
さ
れ
る
-
』
己
を
要
す
る
o

地
球
表
而
に
人
類
が
生
存
を
開
始
す
る
に
至
っ
た
時
代
が
U
か
な
る
遼
速
の
過
去
に
一
魁
す
る
か
は
兎
も
品
川
、
北
(

以
前
の
時
代
に
お
い
て
は
、

地
域
が
何
等

ω文
化
的
意
義
を
も
持
っ
て
居
な
か
っ
た
唱
は
、

言
ム
迄
も
な
い
で
ゐ

ら
う
o

阪
に
人
知
が
地
球
寸
法
而
に
現
れ
た
後
山
一
時
代
に
お
い
て
も
、
人
類
が
未

r文
化
的
活
動
h
y
A
A
す
能
力
を
所

山
付
し
て
屈
な
か
っ
た
時
代
に
つ
い
て
は
、
同
然
で
あ
る
。
期
か
る
時
代
ご
人
類
の
文
化
的
活
動

ω似
取
さ
れ
る
時

代
ご
の
限
界
を
時
間
的
に
規
定
す
る
-
f
c」
は
極
め
て
閑
雑
で
あ
る
け
れ
ど
、

そ
の
貼
は
弦
で
は
問
題
で
は
な
い
。

す
で
に
人
類
的
文
化
的
活
動
の
行
は
れ
る
に
至
っ
た
後
の
時
代
に
お
い
て
は
、
或
る
範
囲

ω地
域
が
人
類
山
文
化

的
活
動
正
直
接
間
接
的
交
沙
を
も
っ
や
否
や
に
由
っ
て
、
そ
れ
が
文
化
地
域
た
る
意
義
を
有
す
る
ご
考
へ
ら
札
得

る
か
否
か
も
山
止
ま
る
筈
で
め
る
。
り
れ
ど
も
現
仕
に
お
い

τは
、
議
純
の
文
化
的
活
勤
の
後
民
、

こ
ご
(
交
γ

池
的

活
動
の
後
肢

ωた
め
に
、
原
則
正
し
て
地
球
表
面
の
殆
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
部
分
は
、
文
化
的
活
動
さ
庇
波
間
接
の
交

渉
を
も
た
凶
も
の
は
無
い
o

放
に
、
自
然
地
域
正
文
化
地
域
ご
の
阿
別
は
‘
地
球
表
面
が
文
化
的
活
動
ご
交
渉
を

も
つ
や
否
ゃ
に
よ
っ

τ渇
さ
れ
る
こ
z
e
T
得
ぬ
。
す
な
は
も
、
文
化
地
域
は
殆
ん
ど
全
地
球
表
面
に
一
口
一
っ
て
成
立

文
化
現
象
の
地
割
的
忠
誠

四

例へ If主化科31的 111也から人杭のi血)il'l~分市をそ?損する場合な Eに、此合闘
儒のJUH去へ白川心 !'ilに人的合変化地域山JJ則がll:!持される。
との dt人域のI舵主l主、人剣山居住せる地域主しての Oekumcneの概念主
主'~_'誌を異にする (c正 Ratzel. -Anthropogeographie， 1I._ :rell~_2~. A. I9.'~. s. 3) 
或る但I!t以七に投主主した文化を有する民族心住む地域を Ku1tur官ebiet!ょ
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文
化
現
象
の
地
理
的
留
雄

~~ 
V-~ 

し
、
そ
の
宰
閥
的
範
囲
に
お
い
て
自
然
地
域
正
一
致
す
る
ご
一
五
っ
て
も
・
過
言
で
は
な
い
。
し
か
も
術
自
然
地
域

及
び
文
化
地
域
の
概
念
を
構
成
す
る
こ
ご
が
理
由
あ
り
ご
さ
れ
る
の
は
、
人
類
的
生
活
の
現
質
仁
お
い
て
地
械
の

瓦
官
官
す
る
文
化
的
意
味
に
卸
し
て
地
域
を
考
察
す
る
方
法
が
、
新
hr

る
意
味
を
離
れ

τ地
域
h
r
考
察
す
る
方
法
ピ

は
本
質
的
に
異
な
る
認
識
問
問
値
を
そ
な
へ
る
所
の
成
果
を
も
た
ら
す
い
ー
ら
に
他
な
ら
ぬ
。

同
一
の
原
本
的
資
在
は
、
認
識
の
方
'
川
の
如
何
に
随
っ
て
、
自
然
現
象
の
構
成
素
材
ご
も
な
り
、
文
化
現
象
の

英
れ
正
も
な
り
得
る
可
能
性
を
も
っ
。
例
へ
ば
、
或
る
山
扶
は
戒
厳
火
山
山
典
型
的
な
る
も
の
ご
し
て
も
泌
誠
苫

れ
得
る
し
、
或
る
宗
一
淑
の
歴
史
上
向
総
局
品
川
蹴
場
た
る
も
の
ご

L
て
も
認
識
さ
れ
得
る
で
あ
ん
う
o

一
具
に
例
へ

ぱ
、
耕
地
又
は
蓮
判
の
如
き
は
、
文
化
現
象
正
し
て
考
察
さ
れ
る
の
で
な
げ
れ
ば
、
十
分
仁
そ
の
絞
相
を
理
品
目
苫

れ
待
ぬ
も
の
¥

そ
れ
自
身
正
[
て
は
自
然
現
象
子
L
て
も
そ
の
操
相
を
規
定
さ
れ
得
る
o

併
し
な
が
ら
‘
地
球

表
面
の
↑
定
範
凶
内
に
見
出
さ
れ
る
側
々
の
現
象
を
・
何
等
か
の
柿
類
の
文
化
現
象
ど
し
て
規
定
す
る
ご
一
五
ふ
た

け
で
あ
っ
て
は
、
文
化
現
象
の
地
理
的
認
識
は
威
力
立
た
向
。
去
の
箱
に
は
、
原
本
的
資
在
ご

L
t
の
地
球
表
岡

が
、
統
一
的
金
鱒
的
形
態
に
お
い
て
、
文
化
地
域
正
い
ふ
高
夫
の
謝
象
の
形
成
素
材
た
る
聞
係
に
持
も
訓
ゆ
き
れ
、

毛
の
中
に
見
出
苫
れ
る
個
々
の
現
象
の
文
化
的
意
味
が
す
ぺ

τ新
か
る
陶
係
の
成
立
を
促
す
や
う
な
仕
方
で
一
保

な
る
規
定
を
受
り
る
こ
己
を
要
す
る
。

文
化
現
象

ω地
理
的
認
識
仁
ピ
つ

τは
、
原
本
的
貿
在
の
複
雑
な
る
内
容
を
ば
一
定

ω文
化
的
認
識
形
式
に
よ

ミミやうな考「方{例へば Sapper，1. c. S. 178)又は料済的iζ利用され紺べき
地域，~叫1;~1士山J拐されてとるもむを Ku1t llrfl~chc と上京やらな者へ方(例
へIfEckcrt. GrUlldri日 ctcrHandelsgeographie. 1905.5.62-68)心卯l曹は、
法に火;化地域走者へる仕方とはi也，也監呉iこする。
1也 ~o.) 山部内届閣がおのづから 五 叫l岨山地古山te!t!i舟且泊在統一的粧摘枇官4) 
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り
或
る
組
類
の
文
化
現
象
ピ
ー
し
て
概
念
す
る
こ
ご
は
、
直
接
の
任
務
で
は
な
い
。
新
か
る
認
識
作
業
が
す
で
に
他

の
通
常
の
文
化
的
総
識
に
よ
っ

τ行
は
れ
、
版
本
的
質
在
は
そ
の
直
接
の
様
相
の
ま
、
じ
現
れ
争
、
文
化
現
象
の

形
態
に
お
い
て
現
れ
る
蕗
に
、
文
化
現
象
の
地
理
的
認
識
の
作
業
が
要
求
さ
れ
る
。

『
人
類
の
文
化
的
活
動
が
如

何
様
に
大
地
に
級
プ
ピ
す
か
を
明
か
に
す
る
こ
ピ
」
が
、

こ
の
作
業
仁
謀
せ
ら
れ
る
任
務
の
眼
目
で
あ
る
。

而
L 

て、

一
定
範
閣
の
地
球
衣
而
に
あ
た
へ
ら
れ
る
文
化
現
象
の
集
闘
が
、

そ
の
大
地
に
根
F
す
仕
方
営
基
準
ご
し

て
、
相
立
に
統
一
明
会
油
田
的
関
聯
を
合
成
す
る
契
機
を
有
す
る
こ
ピ
の
中
に
、
文
化
地
域
の
成
立
の
基
礎
は
後
見

さ
れ
る
り
で
あ
る
。

地
一
日
の
文
化
一
川
意
味
が
い
か
な
る
文
化
現
象
の
柿
別
の
見
地
か
ら
規
定
さ
れ
る
か
に
従
っ
て
、
文
化
地
域
は
政

治
的
.
経
済
的
、
法
律
的
、
宗
激
的
、
{
慈
術
的
、
言
話
的
・
数
育
的
等
の
文
化
地
域
に
分
た
れ
る
町
文
化
現
象
の

巾
で
特
殊
の
性
質
を
も
っ
(
文
化
的
)
枇
品
目
現
象
に
つ
い
w

て
付
、
乱
札
命
目
的
文
化
地
域
又
は
枇
曾
地
域
が
成
h
立
つ
。

枇
曾
地
城
山
り
定
め
方
ご
、

そ
の
他
の
文
化
地
域
の
定
め
方
ピ
を
併
用
す
れ
ば
、
枇
曾
的
文
化
地
域
の
児
鮎
が
ゐ
h
L

へ
ら
れ
る

o
E
に、

二
個
以
上
の
文
化
現
象
を
綜
合
的
に
考
察
す
る
見
地
か
ら
し

τは
、
綜
合
的
文
化
地
域
の
龍

識
も
思
惟
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

或
る
種
の
文
化
地
域
に
閲
係
せ

L
め
て
或
る
稲
の
文
化
現
象
の
考
察
を
な
す
方
法
を
一
般
に
文
化
地
理
的
認
識

方
法
ピ
名
づ
り
る
時
は
、
単
に
文
化
現
象
を
文
化
地
域
に
関
係
廿
一
し
め
て
認
識
す
る
ピ
い
ふ
の
で
は
な
〈
、
文
化

文
化
現
象
心
地
則
的
館
職

四
五

山形成にまて'みちびき、掛かる基礎山上に該地域内人民出統 的政拍剛健を
形成し、オkき歴此を担しでかや今"担i>'i的一政y合的刷怖が靴持されると....-.，.s.
苧うな場合は、文牝地掛ω内面的統 f~[:の成熟せる j状態口代表的な倒てある O
Ratzelが diepolit凶二hcRhLllneと呼ぶゅは、ぬーにいはゆる政?合的文佐地主え
;.Jt者てはな〈説者自立なる机成型葉山 たる空Ifi]的 1~1( がりに訪日する。 (0五
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文
化
現
象
の
地
珊
的
諮
職

四
"-/、

地
域
持
者
を
研
究
封
象
正
し
、
そ
の
椛
治
及
び
形
態
を
明
か
じ
せ
む
ご
す
る
方
法
以
、
之
を
文
化
地
現
率
的
部
識

方
法
古
謂
ふ
可
き
で
あ
る
叫
後
者
は
考
察
の
範
聞
に
入
h
古
ゆ
る
一
切
の
文
化
現
象
を
文
化
地
域
の
構
成
要
素
記
し

て
湖
、
文
化
地
域
の
様
相
を
記
述
し
説
明
す
る
目
的
の
免
に
、
個
々
の
文
化
現
象
の
様
相
を
把
捉
し
利
用
す
る
に

反
し
、
前
者
の
立
場
に
お
い
て
は
、
文
化
地
域
は
文
化
現
象
の
生
成
費
払
の
地
盤
も
し
く
は
背
景
己

L
て
考
察
の

範
囲
に
泣
か
れ
る
も
の
、
、
考
察
の
興
味
の
焦
勅
は
，
』
の
地
盤
も
し
〈
は
脊
長

ω
上
仁
存
せ
ぬ
。

文
化
地
域
は
、
昼
間
的
位
泣
、
昼
間
的
成
が
旬
、
昼
間
的
形
態
、
そ
の
構
成
要
素
の
性
紋
及
び
分
布
状
態
、
文

化
的
活
動
ご
り
相
制
閥
間
同
等
の
諸
機
相
に
つ
き
、
戒
は
静
態
的
仁
も
し
(
は
動
般
的
に
、
或
は
記
述
的
に
も
し
〈

は
説
明
的
に
、
或
は
普
遍
化
的
に
も
し
く
は
個
性
化
的
に
、
戒
は
一
面
的
に
も
し
〈
は
会
商
的
に
認
識
さ
れ
る
。

す
べ
て
此
れ
ら
の
認
識
方
向
に
闘
し
て
、
丈
化
科
事
的
意
義
に
お
け
る
地
理
的
認
識
は
自
然
科
耕
的
意
義
に
お
り

る
其
れ
ご
は
巣
な
る
特
色
を
一
不
す
ニ
己
が
漁
想
さ
れ
る
ご
共
に
、
同
一
の
原
本
的
賞
在
に
着
服
し
、
昼
間
的
構
治

に
お
い

τ一
中
行
閲
係
を
布
す
る
正
こ
ろ
の
複
合
的
会
館
形
象
正
し
て
の
地
域
を
研
究
謝
象
乙
す
る
b
の
で
ゐ
る
以

二
者
の
限
界
一
炉
雄
々
事
質
上
不
明
瞭
で
あ
ら
、
錯
雑
し
が
も
で
あ
る
二
ご
も
骨
同
然
で
あ
る
し
、
且
つ
又
考
祭

の
便
宜
の
上
か
ら
し
て
ニ
純
の
認
識
方
訟
を
併
用
す
る
正
こ
ろ
の
研
究
が
賞
際
的
数
呆
を
象
付
る
場
合
も
多

ν
ゎ

け
で
あ
る
。

Ralzel， Politischc Ge 】graphie3. A. 1923. S. 249) 
6)1 ~cf. Schmidt，_ ilid. S_， 1S:l?'ff: 柚

7) 各種の文化地域は叫に畿慌にも駒子される。例へば組出地域は金融恐域工業
地域、河易地域、農業地域等にわかれる1.-.政治地域は行政地域、ji1l!!地域、
軍事t地域、裁判地域、植民地域等にわかれる。
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四

文
化
地
理
的
認
識
の
特
性
仁
つ
い
て

地
球
山
表
面
、
及
ぴ
之
に
準
す
可
き
所
の
地
表
仁
近
い
地
殻
り
部
分
を
利
用
す
る
こ
ご
に
よ
っ

τ、
人
類
は
地

球
の
表
面
に
生
活
を
い
さ
な
む
。
に
か
ら
地
球
の
占
め
る
安
聞
の
中
で
人
間
の
質
際
的
閥
心
内
及
ぶ
所
は
山
原
則

ピ
し
て
右
の
範
凶
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。

物
憾
の
表
面

μ
一
般
に
物
館
が
他
の
物
髄
ピ
交
沙
L
合
ム
作
用
り
通
路
を
成
す
。
或
る
物
館
か
ら
他

ω物
躍
に

向
ふ
作
用
も
、
前
者
が
後
者
か
ら
受
け
る
作
則
も
、
川

V

ご
L
C
前
者
山
り
表
面
を
泌
過
し
、

-
』
れ
に
よ
っ
て
制
約
さ

れ
ざ
る
を
得
な
い
。
地
球
の
表
而
に
つ
い
て
も
そ

ω起
を
一
に
す
る
。
共
れ
は
日
光
及
び
空
気
が
地
球
ご
銭
制
す

る
一
闘
で
あ
る
ご
共
に
、
人
生
に
有
用
な
る
槌
々
の
作
則
が
地
球
山
内
部
か
ら
人
聞
の
行
動

ω場
所
に
到
達
す
る
面

で
あ
る
。

客
削
倒
的
に
見

μ
ば
、
物
値
の
表
面
な
る
収
念
的
意
義
は
‘
物
慨
を
組
成
す
る
物
質
じ
よ
っ
て
光
さ
れ

τゐ
る
所

の
さ
悶
ご
然
ら
さ
る
谷
間
ご
的
限
界

ω漣
紛
践
を
表
明
T
る
こ
ど
に
継
さ
る
o

け
れ
ど
も
人
間
正
の
凶
係
に
お
い

τ
は
、
表
面
は
そ
れ
以
上
の
意
味
を
も
っ
。
表
面
は
内
部
又
は
一
則
前
面
三
劃
立
す
る
御
念
で
ゐ
与
、
内
部
又
は
表
面

が
人
聞
に
ど
っ
て
何
等
か
接
制
し
難
い
も
の
、
人
聞
か
ら
遠
F
り
ら
れ
、
隠
蔽
3
れ
た
も
の
を
窓
昧
す
る
に
反

し
、
表
面
は
人
聞
に
ご
っ
て
兎
も
角
も
接
鮒
し
易
い
も
の
、
人
間
に
向
っ
て
、
近
接
せ
る
も
の
、
露
出
ぜ
る
も
の
を

文
牝
現
象
山
地
理
的
館
組

凹
む

十分なる芯肱10布いては文化地目1苧ntJ認識は金歯止しての主性地域丑考察謝
訟とするも心亡あらねばなら自が、文t地域の分肢としての部分的主吐地峨
又は文吐地域白俳}止世事と Lて由個々のx1t剖象又はそ白草幽をば品ffかる資
格において.，18<とする[1r白考袋も(左迄十分ならざるお、叫えにおいりひと L(
主1tJ出国皐的認識たるも白と云F位られる。~一足~_._-
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丈
化
四
露
。
地
却
的
認
識

四/， 

意
味
す
る
。
行
動
内
立
場
に
お
い
て
は
、
物
館

ω去
一
向
は
、
人
聞
が
物
館
に
劃
し
て
カ
を
加
へ
、
作
用
を
及
ぼ
す

仁
賞
り
.

そ
の
カ
又
は
作
用
を
庶
綾
仁
被
る
ピ
ニ
ろ
山
部
分
、
比
較
的
に
人
間
的
支
配
に
服
し
易
〈
.
人
聞
の
思

ひ
り
憶
に
な
る
税
皮
の
比
較
的
に
大
な
る
部
分
で
あ
る
o

之
に
反
し
て
内
'
部
又
は
裏
面
は
、
表
而
を
過
し

τ間
接

に
し
か
人
間
の
力
又
は
作
用
り
H
A

び
え
な
い
も
の
で
ゐ
ふ
り
、
人
間
内
意
士
山
に
謝
し
て
比
較
的
に
大
な
る
祇
抗
を
供

L
、
人
聞
の
期
待
を
袋
切
り
易
い
性
質
を
も
っ
。
建
築
、
土
木
、
農
耕
、
植
林
、
貯
埼
交
通
、
採
・
鎮
守
の
・
質
際

的
目
的

ω掛
川
に
人
聞
の
利
川
L
能
ふ
所
の
地
球
の
構
成
部
分
は
、

地
表
を
距
北

ao-
】
苫
幾
ば
〈
山
り
採
さ
に
も
及
ば

な

ν。
そ
し
て
一
切
り
人
生
内
管
み
は
斯
か
る
地
下
利
用
能
力
の
限
度
内
に
お
い

wτ
行
は
れ

τ居
品
。
斯
く
て
、

人
間

ω一
貫
際
的
閥
心
は
主
ご
し
て
地
球
丘
北
而
に
向
け
ら
れ
て
居
h
、
地
球
心
内
部
に
向
け
ら
れ
る
こ
Z
d
例
外

に
脱
す
る
。
此
事
は
一
般
に
地
球

ω
表
而
仁
針
す
る
人
間

ω認
識
的
関
心
を
左
右
す
る
が
、
特
に
そ
の
関
係
金
表

現
す
る
も
の
は
、
文
化
科
離
的
意
義
仁
お
け
る
地
瑚
的
認
識

ω
態
度
で
ゐ
る
。

認
識
主
制
仁
正
つ
て
は
、
物
館
山
り
表
凶
は
訓
質
的
も
し
く
は
胸
覚
的
成
官
に
謝
し
工
印
象
を
あ
た
へ
る
に
越
し

た
も
の
、
従
っ
て
ぞ
れ
の
供
す
る
印
象
を
泌
L
τ
思
惟

ω
規
定
仁
服
す
る
に
過
し
た
も
の
で
ゐ
る
。

之
に
反
し

て
・
物
世

ω内
部
叉
は
し
北
而
H
H

此
れ
ら

ω成一官一か
h
縁
遠

νも
の
、
従
て
思
惟
に
よ
っ
て
止
(
様
相
を
杷
捉
古
れ
難

い
も
の
た
る
こ
と
を
怠
昧
す
る
o

物
憾
の
表
而
ピ
内
部
正
が
認
識
主
制

tω
関
係
に
お
い

τ有
す
る
所

ω
斯
か
る

特
有
の
掛
照
は
、

一
般
に
は
物
館

ω
容
積
の
大
な
る
に
比
例
し
て
顕
著
に
ゐ
ら
は
札
る
。
地
球
に
お
い
工
そ
の
趨

白桃地域が立千七地域又はその構成裂棄を制約す z刷係、後者出直'J者量制約す

る闘師、 WiJ一空間内中に有する担H.illv:削七地域が相立に制約する刷師、ことな

る空!日lに反る同艇の文化地域の亙ひに制約する闘係等

。)
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例
を
見
る
o

地
球
の
内
部
の
構
芯
及
び
成
分
の
認
識
の
困
難
の
甚
大
な
る
こ
ピ
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
こ
の
方
面
仁

お

ν
て
自
然
科
県
的
認
識
は
多
〈
の
障
問
吋
を
克
服
し
な
り
れ
ば
な
ら
曲
一
炉
、
知
何
な
る
方
面
に
お
レ
て
も
人
相
銅
山

資
際
的
闘
心
に
ー
っ
て
版
本
的
仁
制
約
さ
れ
る
関
係
に
立
つ
所

ω文
化
科
学
的
認
識
は
、

-
ら
方
面
に
閲
し
て
も

考
察

ω範
闘
を
地
球
の
表
面
以
下
に
及
ぼ
す
こ
己
を
嬰
求
き
れ
な
し
。
そ
れ
に
り
地
球

ω表
面
は
文
化
科
山
学
的
部

識
に
己
つ
T
は
特
殊

ω
方
法
的
意
義
士
有
す
る
。

山
里
内
志
議
ハ
J

韮
山
e

一
-
d

円
て
ま
、

1
王

FEz-u
レ

1
1
1
1
t
-
t

わ
る
地
域
内
中
山
諸
現
象

ω一
市
す
形
態
以
、
そ
り
地
域
に
お
い

τ地
球
り

表
面
が
ゐ
ら

μ
す
同
一
…
ω
形
脱
叫
組
成
分
肢
己

L
C
認
識
さ
れ
る
。
地
域
は
表
面
を
も
什
現
象
仁
よ
っ
て
形
成
3

れ
る
の
で
め
ち
、
表
面
を
も
た
れ
制
現
象
は
そ
山
形
成
に
ゐ
っ
か
h
得
な
い
。
山
、
谷
、
平
野
.
↑
降
、
川
、
亦
林
、

岩
石
、
生
物
、
人
工
物
等
は
、

ν
づ
れ
も
一
定
り
表
而
を
有
す
る
こ
ど
に
よ
り
、
相
合
し
て
地
域

ω形
態
を
成
立

せ
し
め
る
o

地
理
的
紘
一
識
の
閥
心
は
現
象
の
表
師
に
沿
う

τ動
君
、
無
数
の
表
面
の
集
幽
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る

会
健
的
表
而
の
絞
相
を
規
定
し
ゃ
う
・
と
す
る
o

勿
論
地
理
的
認
識
は
地
球
の
内
部
的
性
肢
を
繭
慮
せ
ぬ
ピ
云
ふ
わ

け
で
は
な
い
G

地
球
り
衣
而
は
そ

ω
内
郎
山
町
議
き
る
限
界
た
る
以
上
、
内
部
凶

H

共
有
す
る
締
浩
及
び
性
質
は
何
ら

か
り
程
肢
に
お
い
て
表
面
に
反
映
さ
れ
グ
る
を
得
な
い
。
そ
の
限
ム
リ
に
お
い
て
・
印
ち
地
球
的
『
阿
部
的
政
相
が
表

而
的
様
相
セ
制
約
す
る
閥
係
を
過
し
て
、
前
者
も
亦
地
理
的
訟
識
に

t
fノ
て
重
要
な
る
考
察
の
謝
象
を
成
す
o

但
、
原
本
的
資
在
が
吾
々

ω
外
的
且
目
指
合
通
じ
て
典
へ
る
戚
臥
括
的
内
容
が
昼
間
り
形
式
に
依
り
秩
序
づ
け
ら
れ
る

文
化
現
象
白
地
瑚
的
認
識

四
:h. 

但 L、地域。もつ空間的意味と、地域的lIIs)&弾事たる個々の現象のもつ虫間

的;芭時とは方出 ~f，Jに Jlてそ由+質を ζ とにする。 けだ L地以りff"ig.は}f法的

範略的意義をもヨからである。
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文
化
現
象
由
地
理
的
認
識

五
【コ

事
に
因
つ

τ成
b
立
つ

Z
-
』
ろ
の
地
球
表
面
の
自
然
的
形
態
は
、
北
(
他
文
化
科
卒
的
認
識
的
立
場
仁
お
け
る
地
球

表
面
の
形
態
を
成
す
も
の
で
は
な
い
。
地
域
を
し
て
文
化
地
域
た
ら
し
め
る
所
以
た
る
文
化
的
意
味
は
、
式
日
々
の

直
接
に
知
鐙
す
る
地
球
表
面

ω内
容
合
成
す
も

ω
で
は
な
〈
、
文
化
現
象
山
錨
時

ω媒
介
に
よ
ら
間
接
に
の
み
把

捉
さ
れ
能
ム
。
地
城
山
り
桃
成
要
一
端
正
し

τの
文
化
現
象
り
一
不
す
表
面
仏
、
文
化
現
象

ω基
礎
た
る
版
本
的
資
在

ω

示
す
表
面
を
基
礎
ご
せ
，
き
る
を
得
な
い
が
、
前
者
の
形
態
は
後
者
の
形
態
ご
は
異
な
る
仕
方
で
規
定
さ
れ
る
。
文

化
科
卒
的
意
義
に
お
り
る
地
球
表
面
は
、
詞
は
ば
地
球
求
而

ω自
然
的
形
態

ω上
に
文
化
的
立
昧
色
彩
が
塗
抹

百
れ
る
-
』
正
に
よ
っ

τ.
吾
々
の
意
識
ご
叫
…
剛
係
に
お
い
て
地
球
的
中
山
車
両
が
め
ら
は
す
第
二
夫
的
形
態
で
め
る
ご

物
設
[
得
る
で
ゐ
ら
う
o

或
は
文
化
地
理
的
形
態
の
成
h
立
つ
の
は
、
文
化
科
率
的
意
義
に
お
り
る
尉
有
的
昼
間

で
あ
る
ご
も
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

文
化
科
準
的
意
義
に
お
り
る
客
間
の
中
で
は
、
諸
々
の
地
理
的
形
態
が
人
間
中
心
的
認
識
に
£
斗
て
の
み
認
識

苫
れ
得
る
や
う
な
仕
方
で
成
立
し
畿
化
す
る

ωで
あ
る
が
、

し
か
も
そ

ω成
立
及
び
越
化
的
過
粍
な
り
椛
相
な
b

は
、
会
〈
人
閉
山
ニ
志
士
山
又
は
嬰
求

ωみ
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
で
は
な
〈
、
根
本
に
お
い

Iτ
は
原
本
的
質
在

ω布

す
る
自
然
的
形
磁

ω
憐
治
uA
び
性
質
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
。

.krら‘

一
方
に
は
人
則
的
意
織
を
支
配
‘
る
諸

法
則
の
見
地
、
並
び
に
人
間
凶
文
化
的
活
動
を
支
配
す
る
諸
法
則
り
見
地
を
考
慮
す
る
こ
共
仁
、
他
方
に
は
自
然

現
象
の
聞
に
現
れ
る
法
則
的
関
係
の
知
識
を
耐
服
用
す
る
こ
正
に
よ
っ
て
の
み
、
文
化
地
域

ω詩
形
態
の
成
・
9
立
つ

! )例へば Ralze(が，，]ederStaat ist ein Stuck Menschh削tund ein Stuck 
Hodl!J1"といふとき之を丈'-{~i回りに解して恥fl! nschheit + Rodel】=Sta'ltと
いふf うに考ふ "1きではない。この命越ωIJllこは政泊向且地からJlて soden
をLて止1t地11¥.た b しめるJYrfJたる:x1t"~:i立肱山見地が合蓄されてゐる。
やcf.}.ミλIzeLPolitische Geographie. 1923. S.2f.} 
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過
税
及
び
様
相
は
合
理
的
に
設
明
書
れ
能
ム
の
で
あ
る
。
但
、
文
化
地
域
に
お
け
る
諸
形
態
の
様
相
が
自
然
地
域

的
僚
件
じ
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
ピ
一
去
っ
て
も
‘
そ
の
閥
係
は
極
め
て
複
雑
で
あ
一
る
o

例
へ
ば
、
五
ひ
に
類
似
せ
る

地
理
的
環
境
は
同
じ
同
制
聞
の
文
化
現
象
に
劃
し
一
伎
な
仕
方
で
影
響
す
る
ご
云
ふ
や
う
な
命
題
は
、

一
般
的
に
は

地
理
的
認
識
仁
謝

Lτ
訳
せ
ら
れ
る
方
法
的
要
請
の
一
っ
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。

考
察
さ
る
〈
注
文
化
現
象
り
異
な
る
に
従
っ
て
、
文
化
地
理
的
龍
一
械
の
一
示
す
特
性

b
一
山
慌
た
る
そ
得
な
い
が
、

各
仰
の
稲
類
の
文
化
現
象
、
殊
仁
政
治
現
象
ピ
か
経
済
現
象
ご
か
に
つ
い

τ、
之
に
閲
す
る
地
理
的
認
識
の
特
性

を
考
宛
す
る
こ
ピ
は
、
別
の
機
舎
に
ゆ
づ
ら
度
ぃ
。
文
化
現
象
一
般
に
闘
し
て
も
、
地
理
的
部
識
の
方
法
的
意
義

仁
つ
い

τ利
多
(
の
考
察
を
要
す
る
問
題
の
存
す
る
こ
ピ
は
言
ふ
迄
も
な
い
が
、
悲
に
は
そ
れ
仁
胸
れ
る
二
子
宮

試
み
凶
O

(

完
)

文
化
現
象
田
地
理
的
思
識

宝j

<，. 


